
 
「
平
成
三
〇
年
度
」
を
振
り
返
っ
て 

学
習
情
報
指
導
員 

村
田 

貴
志  

「
平
成
」
が
終
わ
る
。
三
〇
年
前
、
公
衆
電
話
に
テ
レ

フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
差
し
込
み
、
友
人
に
電
話
し
た
高
校

時
代
の
自
分
を
思
い
出
す
。
そ
れ
が
今
で
は
、
小
型
化

さ
れ
た
端
末
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡
単
に
連
絡
が

取
り
合
え
る
。「
平
成
」
は
、
本
当
に
驚
く
べ
き
速
さ
で
、

情
報
技
術
が
進
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。 

 

岡
崎
市
の
教
育
の
情
報
化
に
向
け
た
環
境
整
備
も
、

毎
年
着
実
に
そ
の
歩
み
を
進
め
て
き
た
。
本
年
度
は
、

市
内
全
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）
が

導
入
さ
れ
た
。
こ 

れ
に
よ
り
、
各
教
室
で
子
供
た
ち
が
、

個
々
に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
授
業
の
中
で
の
情
報
収
集
や
情
報
の
交
流
が
、

よ
り
行
い
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
た
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
小
学
生
に
も
扱

い
や
す
く
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
て
学
習
へ
の
興
味
を
高

め
て
い
る
子
供
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し

て
導
入
さ
れ
た
機
器
を
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
に
向
け
た
授
業
改
革
の
一
助
と
し
て
、
今
後
も
そ
の

活
用
方
法
の
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。 NO.448 
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これ知ってる！？ 

ＵＳＢ2.0 と 3.0 の違い 

ＵＳＢ端子には2.0と3.0があ

る。主な違いは、「転送速度」

と「電力供給能力」。3.0の方

が理論値で10倍、実効値で２

～５倍、データの転送速度が速

く、電力供給も大きい。接続部

分が黒色・白色は2.0、青色は

3.0である。 

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

●
平
成
30
年
度 

愛
知
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル 

今
年
度
で
63
回
目
を
迎
え
た
愛
知
県
自
作
視
聴
覚
教 

材
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
が
最
後
の
開 

催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
入
選
６
点
の
う
ち
５
点
が 

岡
崎
市
か
ら
出
品
し
た
教
材
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
材
は
、

２
月
19
日
（
火
）
の
学
習
情
報
主
任
会
で
各
学
校
に
配
付 

さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
で
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け 

る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

〇
最
優
秀
賞
・
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞 

 

『
心
の
ふ
る
さ
と 

千
万
町
楽
校
』 

生
涯
学
習
部
門
・
ビ
デ
オ
教
材 

鈴
木 

広
樹
（
額
田
中
）
赤
堀
大
知
（
竜
海
中
） 

荒
井
奈
穂
子
（
岩
津
小
）
天
野
圭
祐
（
東
海
中
） 

浅
井 

悠
輔
（
恵
田
小
）
空
中
健
一
（
岩
津
小
） 

吉
田
あ
ゆ
み
（
岩
津
小
）
佐
渡
英
彰
（
下
山
小
） 

〇
優
秀
賞 

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用 

～
発
電
の
今
と
未
来
～
』 

学
校
教
育
部
門
・
ビ
デ
オ
教
材 

矢
部
貴
司
（
岩
津
中
）
高
瀬
玲
子
（
愛
宕
小
） 

太
田
尚
志
（
北 

中
） 

都
築
周
平
（
竜
海
中
）
山
口
秀
樹
（
竜
美
丘
小
）
土
屋
翔
平
（
北 

中
） 

米
澤
和
志
（
愛
宕
小
）
手
嶋
夕
菜
（
羽
根
小
） 

○
優
良
賞 

『
多
文
化
共
生
社
会 

～
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の 

現
状
か
ら
見
る
こ
れ
か
ら
の
日
本
～
』 

学
校
教
育
部
門
・
ビ
デ
オ
教
材 

森 

綾
子
（
竜
海
中
）
石
谷
遼
一
（
生
平
小
）
成
瀬
正
和
（
羽
根
小
） 

権
田
康
成
（
福
岡
中
）
青
山
当
知
（
北
中
） 

三
浦
愛
一
朗
（
竜
谷
小
） 

神
野
裕
美
（
井
田
小
）
村
田
貴
志
（
井
田
小
） 

○
佳
作 

 

『
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
変
わ
る
社
会 

～
養
鶏
場
の
進
化
～
』 

学
校
教
育
部
門
・
ビ
デ
オ
教
材 

藤
渕
俊
旭
（
矢
北
小
）
鈴
木
一
史
（
竜
海
中
）
水
野
利
明
（
矢
作
中
） 

原
田
康
司
（
福
岡
小
）
長
谷
川
誉
幸
（
矢
作
中
）
田
中
章
太
郎
（
六
名
小
） 

山
本
順
正
（
井
田
小
）
鈴
木
彩
水
（
岩
津
小
） 

『
天
気
っ
て
な
あ
に 

～
台
風
編
～
』 

学
校
教
育
部
門
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材 

服
部
将
也
（
梅
園
小
）
杉
山
康
子
（
六
北
小
）
中
山
美
奈
子
（
竜
南
中
） 

柴
田
翔
平
（
矢
東
小
）
岩
川
晧
司
（
六
北
小
）
森 

正
吉
（
城
北
中
） 

 

天
野
泰
国
（
福
岡
中
）
近
藤
雄
一
（
六
南
小
） 

 

ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
に
つ
い
て
、
市
内
各
小
学
校
で
先
行
的
な
実

践
が
行
わ
れ
た
。
男
川
小
と
愛
宕
小
の
公
開
授
業
に
は
、

延
べ
二
〇
〇
名
を
超
え
る
教
員
が
参
加
し
、
こ
の
学
習

に
対
す
る
先
生
方
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
た
。
現
在
、

情
報
教
育
推
進
委
員
会
で
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し
て
い
る
。
新
た
な

時
代
の
幕
開
け
と
な
る
来
年
度
は
、
モ
デ
ル
案
に
沿
っ

た
授
業
が
全
小
学
校
で
実
践
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。 

更
に
、
本
市
の
視
聴
覚
・
情
報
教
育
が
長
年
大
切
に

し
て
き
た
活
動
に
、
自
作
教
材
の
制
作
が
あ
る
。
先
日

結
果
が
発
表
さ
れ
た
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
が
制
作
し
た
教
材

が
、
本
年
度
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。
（
下
記
参
照
）

子
供
の
心
に
響
く
授
業
を
創
造
す
る
た
め
、
こ
う
し
た

教
材
制
作
の
伝
統
も
大
切
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。 

 

時
代
が
ど
ん
な
に
変
わ
ろ
う
と
、
人
の
心
を
育
て
る

こ
と
は
人
に
し
か
で
き
な
い
と
感
じ
る
。
変
化
の
激
し

い
社
会
を
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
明
る
く
生
き
抜
く

子
供
を
育
て
て
い
き
た
い
。
視
聴
覚
・
情
報
教
育
の
果

た
す
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。 
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これ知ってる！？ 
ＵＳＢ2.0 と 3.0 の違い 

ＵＳＢ端子には2.0と3.0があ

る。主な違いは、転送速度と電

力供給能力である。3.0の方が

理論値で10倍、実効値で２～

５倍、データの転送速度が速く、

電力供給も大きい。ＵＳＢ3.0

の発展的な規格として、より高

速なＵＳＢ3.1もある。 



                                

                                

                                

＝
実
践
報
告
＝ 

 
友
達
の
考
え
と
比
較
す
る 

三
島
小
学
校 

神
谷 

明
彦 

「
正
し
い
答
え
が
出
た
ら
算
数
は
終
わ
り
」
と
捉
え
て
い

る
児
童
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
考
え
方
を
他
者
と
比
較
し
、

そ
の
多
様
さ
を
認
め
合
う
こ
と
で
、
深
い
学
び
を
得
ら
れ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
小
学
校
四
年
生
の
算
数
、
Ｌ
字

型
の
図
形
の
求
積
方
法
を
考
え
る
場
面
で
、
考
え
方
を
比

較
す
る
場
を
設
定
し
た
。 

ま
ず
、
図
形
に
補
助
線
を
ど
う
引
け 

ば
既
習
事
項
で
面
積
を
求
め
る
こ
と
が 

で
き
る
か
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ｉ
Ｐ
ａ 

ｄ
を
使
っ
て
考
え
さ
せ
た
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ 

に
表
示
さ
れ
た
図
形
に
補
助
線
を
引
い 

た
後
に
、
答
え
を
求
め
る
上
で
必
要
な
場
所
の
長
さ
を
考

え
、
画
面
に
定
規
を
当
て
計
測
し
、
答
え
を
求
め
た
。 

 

次
に
「x

S
y
n
c

（
バ
イ
シ
ン
ク
）
」
を
使
い
、 

児
童
か
ら
送
ら
れ
た
画
像
を
並
べ
て
表
示
し 

比
較
し
た
。
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
映
さ
れ 

る
画
像
を
見
て
、
自
分
た
ち
の
補
助
線
の
引 

き
方
と
友
達
の
違
い
を
比
べ
「
そ
ん
な
方
法 

で
も
求
め
ら
れ
る
ん
だ
」
と
感
嘆
の
声
が
上 

が
っ
た
。
ま
た
、
す
ぐ
に
自
分
た
ち
の
ｉ
Ｐ 

ａ
ｄ
に
同
様
の
補
助
線
を
引
き
、
友
達
の
考 

え
方
の
良
さ
を
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
た
。 

 

児
童
は
、
他
者
の
考
え
方
に
触
れ
た
こ
と
で
「
他
に
ど

ん
な
求
め
方
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
他
の
解
き
方
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
。x

S
y
n
c

を
使
う
こ
と
で
、

考
え
方
を
簡
単
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
正
解

に
た
ど
り
着
い
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
多
様
な
思
考
を
認

め
合
う
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
の
で
き
る
実
践
と
な
っ
た
。 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝ 

  

四
年
生
の
社
会
科
で
は
、
都
道
府
県
の
名
称
や
位
置
を

扱
う
。
し
か
し
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
児
童
が
多
い
。

そ
こ
で
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
な
い

か
と
考
え
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
ア

プ
リ
「
日
本
ク
イ
ズ
」
を
使
っ
て
み
た
。 

ア
プ
リ
を
起
動
し
、
「
ゲ
ー
ム
」 

を
選
択
す
る
。
ク
イ
ズ
は
四
種
類
あ 

り
、
県
名
や
県
庁
所
在
地
を
答
え
る
。 

ど
の
ゲ
ー
ム
で
も
都
道
府
県
が
ラ
ン 

ダ
ム
に
選
択
さ
れ
、
そ
の
地
図
が
点 

滅
す
る
。
画
面
下
部
に
四
つ
の
選
択 

肢
が
現
れ
る
の
で
、
正
解
だ
と
思
う 

都
道
府
県
名
を
タ
ッ
プ
し
て
進
め
て
い
く
。 

い
ず
れ
も
、
思
考
タ
イ
ム
が
毎
回
表
示
さ
れ
る
の
で
、

児
童
は
記
録
更
新
を
目
指
し
て
、
友
達
と
競
い
合
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
ア
プ
リ
が
楽
し
ん
で
覚
え
る
の

に
適
し
て
い
る
と
実
感
し
た
。
ま
た
、
不
正
解
だ
と
次
に

進
め
な
い
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
問
題
は
変
わ
ら
ず
に
選

択
肢
だ
け
が
入
れ
替
わ
る
た
め
、
児
童
は
分
か
る
ま
で
そ

の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
習
熟
度
が
高
く
な
る
。 

社
会
科
の
授
業
の
冒
頭
で
毎
回
行
う
こ
と
で
、
日
本
地

図
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
大
き
く
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
類
似
し
た
「
日
本
地
図
パ
ズ
ル
」
と
い
う
ア
プ
リ
も
、

楽
し
み
な
が
ら
児
童
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
有
効
で
あ
る
。 

授
業
で
の
積
極
的
な
利
用
を
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
。 

（
六
ツ
美
西
部
小
学
校 

西
片
茂
雄
） 

 市
内
の
小
中
学
生
が
、
複
数
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
入

賞
を
受
け
て
い
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
） 

●
第
３
回
日
本
こ
ど
も
映
画
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
毎
日
映
画
社
主
催
） 

【
最
優
秀
作
品
賞
】 

 

『
磯
の
小
人 

タ
マ
キ
ビ
の
秘
密 

 
 

～
エ
ピ
ソ
ー
ド
３ 

立
ち
上
が
る
タ
マ
キ
ビ
～
』 

大
樹
寺
小
学
校 

 

内
田 

崚
雅 

●
第
35
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト 

（
全
国
大
会
） 

【
優
良
賞
】 

 
<

テ
レ
ビ
番
組
部
門>

 

「
僕
が
き
み
に
で
き
る
こ
と
」 

 

北
中
学
校 

<

朗
読
部
門>

 
 

北
中
学
校 

 

兵
藤 

瑛
美
莉 

（
愛
知
県
大
会
） 

【
優
良
賞
】 

<

ラ
ジ
オ
番
組
部
門>

 

「
名
前
も
知
ら
な
い
友
達
」 

 

新
香
山
中
学
校 

<

テ
レ
ビ
番
組
部
門>

 

「
地
域
に
根
差
し
た
環
境
学
習
」
新
香
山
中
学
校 

【
入
選
】 

<

ラ
ジ
オ
番
組
部
門>

 

「
女
子
力
っ
て
言
わ
な
い
で
」 

 
 

北
中
学
校 

<

朗
読
部
門>

 
 

 

竜
南
中
学
校 

岩
田 

雪
音 

 

【
編
集
後
記
】 

 

一
年
間
、
編
集
・
発
行
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
の
た
め
に
な

る
月
報
「
視
聴
覚
教
育
」
作
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

今
回
紹
介
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ア
プ
リ
「
日
本
ク
イ
ズ
」 

 


